
ミドルリーダー養成コース(現職教員学⽣)

１
年
次

後
期

前
期

① 教育実践研究AⅢ ①特別⽀援教育実践研究Ⅲ

② 実習ⅢA（課題検証）（通年） ②特別⽀援教育実習ⅢA（通年）

2
年
次

後
期

前
期

① 教育実践研究AⅣ ①特別⽀援教育実践研究Ⅳ

② 実習ⅢA（課題検証）（通年） ②特別⽀援教育実習ⅢA（通年）

合計46単位

② あおもりの教育Ⅰ（環境）
② あおもりの教育Ⅱ（健康）
②インクルーシブ教育の理論と課題

① 教育実践研究AⅡ ①特別⽀援教育実践研究Ⅱ

③ 実習ⅡA（仮説形成） ③特別⽀援教育実習ⅡA

・⽣徒指導
・危機管理

・授業改善
・教科領域教育

・特別⽀援学校教諭
※特⽀Ⅰ種免保持者で特⽀専修免許

取得を希望する例

② 学校の地域協働と危機管理

②協働的⽣徒指導のマネジメント

②学校安全と事故防⽌

②学校保健のマネジメント

②数学教育学特論Ⅰ
②授業に向けた教材研究Ⅰ（数学）
②学校教育と教育⾏政
②地域教育課題研究（教育課程

編成・教材開発）
② 教職員の職能成⻑

※数学担当教諭の例

⾼
め
た
い

分
野
・
領
域

●独⾃テーマ科⽬

●基礎科⽬

●教育実践研究科⽬

選
択
科
⽬
例

教育課程の編成・実施に関する領域 ② 教育課程編成をめぐる動向と課題
② 教育課程の開発と実践

教科等の実践的な指導⽅法に関する領域 ② 学びの様式と授業づくり

⽣徒指導，教育相談に関する領域 ② ⽣徒指導の理論的視点と実践的視点
② 教育相談の理論と⽅法

学級経営，学校経営に関する領域 ② 学校安全と危機管理
② 教育経営の課題と実践

学校教育と教員の在り⽅に関する領域 ② 教育における社会的包摂
② 現代の学校と教員をめぐる動向と課題

●教育実践研究科⽬
●実習科⽬

●教育実践研究科⽬
●実習科⽬

●教育実践研究科⽬
●実習科⽬

●発展科⽬

●実習科⽬
④ 実習ⅠA-1（課題把握）
① 実習ⅠA-2（課題把握）
④特別⽀援教育実習ⅠA－1
①特別⽀援教育実習ⅠA－2
※特別⽀援学校教諭専修免許

取得希望者

修了要件
取得単位数
46単位以上

合計46単位

②特別⽀援教育の教育課程の実施と
評価

②特別⽀援教育の授業デザイン
②特別⽀援教育コーディネーターの

役割と課題
②特別⽀援教育の制度と経営課題

履修モデル 1

勤務校や地域の研修会の中⼼として，その活動を協働的に組織するとともに，教育委員会及び
学校現場との連携・協働の基，⻘森県の教育に貢献することを⾒据えた各種研修の機会を他の
同僚に提供できる教員

※丸数字は単位数を表す ※赤字は特支専修免許取得対応科目 ※緑字は小中高専修免許取得科目

① 教育実践研究法AⅠ
（教育実践研究A）

①特別⽀援教育実践研究Ⅰ
※特別⽀援学校教諭専修

免許取得希望者
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１
年
次

後
期

前
期

① 教育実践研究AⅢ ①教育実践研究AⅢ

② 実習ⅢA（課題検証）（通年） ②実習ⅢA（通年）

2
年
次

後
期

前
期

① 教育実践研究AⅣ ①教育実践研究AⅣ

② 実習ⅢA（課題検証）（通年） ②実習ⅢA（通年）

合計46単位

② あおもりの教育Ⅰ（環境）
② あおもりの教育Ⅱ（健康）
②インクルーシブ教育の理論と課題

① 教育実践研究AⅡ ①教育実践研究AⅡ

③ 実習ⅡA（仮説形成） ③実習ⅡA

・学校運営
・地域，教育関係機関

との連携
・授業改善
・教科領域教育

・特別⽀援学校教諭
※特⽀Ⅱ種免保持者が基礎免の専

修免許取得を希望する例

② 学校の地域協働と危機管理

② 教育法規の理論と実践

② 学校教育と教育⾏政

②教職員の職能成⻑

②国語教育学特論Ⅰ
②授業に向けた教材研究Ⅰ(国語)
②学校教育と教育⾏政
②地域教育課題研究（教育課程

編成・教材開発）
② 教職員の職能成⻑

※中⾼国語担当教諭の例⾼
め
た
い

分
野
・
領
域

●独⾃テーマ科⽬

●基礎科⽬

●教育実践研究科⽬

選
択
科
⽬
例

教育課程の編成・実施に関する領域 ② 教育課程編成をめぐる動向と課題
② 教育課程の開発と実践

教科等の実践的な指導⽅法に関する領域 ② 学びの様式と授業づくり

⽣徒指導，教育相談に関する領域 ② ⽣徒指導の理論的視点と実践的視点
② 教育相談の理論と⽅法

学級経営，学校経営に関する領域 ② 学校安全と危機管理
② 教育経営の課題と実践

学校教育と教員の在り⽅に関する領域 ② 教育における社会的包摂
② 現代の学校と教員をめぐる動向と課題

●教育実践研究科⽬
●実習科⽬

●教育実践研究科⽬
●実習科⽬

●教育実践研究科⽬
●実習科⽬

●発展科⽬

●実習科⽬
④ 実習ⅠA-1（課題把握）
① 実習ⅠA-2（課題把握）

修了要件
取得単位数
46単位以上

合計46単位

②特別⽀援教育の教育課程の実施と
評価

②特別⽀援教育の授業デザイン
②特別⽀援教育コーディネーターの

役割と課題
②教職員の職能成⻑

ミドルリーダー養成コース(現職教員学⽣)
履修モデル 2

勤務校や地域の研修会の中⼼として，その活動を協働的に組織するとともに，教育委員会及び
学校現場との連携・協働の基，⻘森県の教育に貢献することを⾒据えた各種研修の機会を他の
同僚に提供できる教員

※丸数字は単位数を表す ※赤字は特支専修免許取得対応科目 ※緑字は小中高専修免許取得科目

① 教育実践研究法A
（教育実践研究ⅠA）

※養教専修免希望者はB
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１
年
次

後
期

前
期

① 教育実践研究A・BⅢ ①特別⽀援教育実践研究Ⅲ

② 実習ⅢA（課題検証）（通年） ②特別⽀援教育実習ⅢA（通年）

2
年
次

後
期

前
期

① 教育実践研究A・BⅣ ①特別⽀援教育実践研究Ⅳ

② 実習ⅢA（課題検証）（通年） ②特別⽀援教育実習ⅢA（通年）

合計46単位

② あおもりの教育Ⅰ（環境）
② あおもりの教育Ⅱ（健康）
②インクルーシブ教育の理論と課題

① 教育実践研究法A・B
（教育実践研究ⅠA・B）

※養教専修免取得希望者はB
①特別⽀援教育実践研究Ⅰ
※特別⽀援学校教諭専修

免許取得希望者

① 教育実践研究A・BⅡ ①特別⽀援教育実践研究Ⅱ

③ 実習ⅡA（仮説形成） ③特別⽀援教育実習ⅡA

・健康教育
・安全教育
・学校保健

・授業改善
・教科領域教育

・特別⽀援学校教諭
※特⽀Ⅱ種免保持者が，基礎免を専

修免許にし将来特⽀専修免許取得
を希望する，⼜は，特⽀Ⅰ種免保
持者が基礎免・特⽀免両⽅の専修免取
得を希望する例

②養護実践課題研究(発展)
②学校安全と事故防⽌
②学校保健のマネジメント
②学校保健の協働的展開
②協働的⽣徒指導のマネジメント

※養護教諭の場合

②数学教育学特論Ⅰ
②国語教育特論Ⅰ
②地域教育課題研究（教育課程

編成・教材開発）
②教職員の職能成⻑
②協働的⽣徒指導のマネジメント

※⼩学校の教諭の例
⾼
め
た
い

分
野
・
領
域

●独⾃テーマ科⽬

●基礎科⽬

●教育実践研究科⽬

選
択
科
⽬
例

教育課程の編成・実施に関する領域 ② 教育課程編成をめぐる動向と課題
② 教育課程の開発と実践

教科等の実践的な指導⽅法に関する領域 ② 学びの様式と授業づくり

⽣徒指導，教育相談に関する領域 ② ⽣徒指導の理論的視点と実践的視点
② 教育相談の理論と⽅法

学級経営，学校経営に関する領域 ② 学校安全と危機管理
② 教育経営の課題と実践

学校教育と教員の在り⽅に関する領域 ② 教育における社会的包摂
② 現代の学校と教員をめぐる動向と課題

●教育実践研究科⽬
●実習科⽬

●教育実践研究科⽬
●実習科⽬

●教育実践研究科⽬
●実習科⽬

●発展科⽬

●実習科⽬
④ 実習ⅠA-1（課題把握）
① 実習ⅠA-2（課題把握）
④特別⽀援教育実習ⅠA－1
①特別⽀援教育実習ⅠA－2
※特別⽀援学校教諭専修免許取得

希望者

修了要件
取得単位数
46単位以上

合計52単位

②特別⽀援教育の教育課程の実施と
評価

②特別⽀援教育の授業デザイン
②特別⽀援教育コーディネーターの

役割と課題
②特別⽀援教育の制度と経営課題
②協働的⽣徒指導のマネジメント
②学校教育と教育⾏政
②教職員の職能成⻑

ミドルリーダー養成コース(現職教員学⽣)
履修モデル 3

勤務校や地域の研修会の中⼼として，その活動を協働的に組織するとともに，教育委員会及び
学校現場との連携・協働の基，⻘森県の教育に貢献することを⾒据えた各種研修の機会を他の
同僚に提供できる教員

※丸数字は単位数を表す ※赤字は特支専修免許取得対応科目 ※緑字は小中高養専修免許取得科目

※養教専修免取得希望者はB

※養教専修免取得希望者はB

※養教専修免取得希望者はB
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１
年
次

後
期

前
期

2
年
次

前
・
後
期

① 教育実践研究A・BⅢ ①特別⽀援教育実践研究Ⅲ
① 教育実践研究A・BⅣ ①特別⽀援教育実践研究Ⅳ
③ 実習ⅢB（課題解決研究） ③特別⽀援教育実習ⅢB
② 実習ⅣB（課題解決検証） ②特別⽀援教育実習ⅣB

合計46単位

② あおもりの教育Ⅰ（環境）
② あおもりの教育Ⅱ（健康）
②インクルーシブ教育の理論と課題

① 教育実践研究法A・B
（教育実践研究A・BⅠ）

※特別⽀援教育実践コース
①特別⽀援教育実践研究Ⅰ

① 教育実践研究A・BⅡ ①特別⽀援教育実践研究Ⅱ

② 実習ⅡB（仮説形成） ②特別⽀援教育実習ⅡB

・教科領域実践
コース

・学校教育実践
コース

・特別⽀援教育実践
コース

②数学教育学特論Ⅰ
②授業づくりの理論と実践
②教育実践課題解決研究

② 教育⼼理学特論
②授業づくりの理論と実践
②教育実践課題解決研究

②特別⽀援教育の教育課程の実施と
評価

②特別⽀援教育コーディネー
ターの役割と課題

コ
ー
ス

●独⾃テーマ科⽬

●基礎科⽬

●教育実践研究科⽬

選
択
例

教育課程の編成・実施に関する領域 ② 教育課程編成をめぐる動向と課題
② 教育課程の開発と実践

教科等の実践的な指導⽅法に関する領域 ② 学びの様式と授業づくり

⽣徒指導，教育相談に関する領域 ② ⽣徒指導の理論的視点と実践的視点
② 教育相談の理論と⽅法

学級経営，学校経営に関する領域 ② 学校安全と危機管理
② 教育経営の課題と実践

学校教育と教員の在り⽅に関する領域 ② 教育における社会的包摂
② 現代の学校と教員をめぐる動向と課題

●教育実践研究科⽬
●実習科⽬

●教育実践研究科⽬
●実習科⽬

●発展科⽬

●実習科⽬
① 実習ⅠB-1（課題把握）
② 実習ⅠB-2（課題把握）

※特別⽀援教育実践コース
①特別⽀援教育実習ⅠB－1
②特別⽀援教育実習ⅠB－2

修了要件
取得単位数
46単位以上

② 数学科教育学特論Ⅱ
②授業に向けた教材研究Ⅰ

（数学）
②授業に向けた教材研究Ⅱ

（数学）

② 幼児児童教育の理解

② 教育における社会的包摂の課
題研究

② 実践的教育相談の課題と展開

②個別の教育⽀援計画・個別の指導
計画

②特別⽀援教育の制度と経営課題
科
⽬
選
択
例

●発展科⽬

合計46単位

学部新卒学⽣対象のコース
履修モデル 4

⻘森県をはじめ各校種の学校の教員となった上で理論と事実に基づいた実践を
⾏い，将来的には学校・地域の研究・研修の中⼼的な役割を果たせる教員

※丸数字は単位数を表す ※赤字は特支専修免許取得対応科目 ※緑字は小中高養専修免許取得科目

※養教専修免取得希望者はB

※養教専修免取得希望者はB

※養教専修
免取得

希望者はB
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弘前大学教育学部研究倫理に関する要項 

平成28年9月21日制定 

教育学部教授会 

第1 趣旨 

この要項は，弘前大学教育学部に専任担当として配置された教員並びに教育学部又は大学院教育学研究科に所属

する職員・学生等（以下「職員・学生」という。）が，人間を対象として行う調査及び実験（人を対象とする医学系

研究に関する倫理指針（平成26年文部科学省・厚生労働省告示第3号）に規定するものを除き，職員・学生が，他

の部局又は他の研究機関等に所属する者と共同で実施する調査及び実験を含む。以下「調査・実験」という。）に関

して，倫理的及び社会的諸問題に対処するために，基本原則，審議組織，実施手続等を定めるものとする。 

第2 基本原則 

調査・実験は，次に掲げる原則により実施するものとする。 

(1) 研究への協力者に対する情報提供及び同意の確認 

(2) 協力者の負担・苦痛の回避  

(3) 個人情報の保護 

(4) 研究結果の公表 

(5) 所属する学会等の倫理規定等の遵守 

第3 研究倫理委員会 

1 教育学部に，調査・実験における倫理的及び社会的諸問題の発生防止，問題発生時の対処について審議するため，

研究倫理委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

2 委員会の所掌事項は，次のとおりとする。 

(1) 職員・学生が企画する調査・実験の実施の可否に係る審査 

(2) 調査・実験において倫理的及び社会的問題が発生した場合の対処方法の審議並びにその対処 

(3) 調査・実験における倫理を確立するための啓発活動及び教育活動の企画並びに実施 

3 委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 学部長が指名する教育学部の専任担当教員 1名 

(2) 教育学部教授会から選出された教員 2名 

(3) 教育学部の専任担当教員以外の弘前大学の教員 1名 

(4) その他委員長が必要と認めた者 

4 前項各号の委員は，学部長が委嘱する。 

5 委員会に委員長を置き，第3項第1号の委員をもって充てる。 

6 委員の任期は2年とし，再任を妨げない。 

第4 調査・実験の実施申請 

1 倫理審査を要する調査・実験を実施しようとする職員・学生（以下「実施者」と言う。）は，別紙様式1によ

り，学部長に申請するものとする。ただし，卒業研究，修士論文及び授業における課題等として教員又は研究室

の責任で行う調査・実験並びに教育学部又は大学院教育学研究科の業務の一環として行う調査については，原則

として申請の対象としない。 

2 学部長は，申請を受理したときは，委員会に審査を付託するものとする。 

3 委員長は，審査結果を別紙様式2により，学部長に報告するものとする。 

4 学部長は，前項の審査結果を，実施者に通知するものとする。 

5 実施者は，承認された調査・実験の内容を変更する場合には，別紙様式 3 により，学部長に申請しなければな

らない。 

6 学部長は，必要があると認めた場合は，委員会に再審査を付託することができる。 

 

第5 問題への対処 

承認された調査・実験において，事故，倫理的及び社会的問題，研究の協力者からの苦情等が発生した場合に

は，実施者は，速やかにその内容を委員会に報告しなければならない。 

第6 その他 

この要項に定めるもののほか，研究倫理に関し必要な事項は，委員会が別に定める。 

附 則 

1  この要項は，平成28年9月21日から実施する。 

2  この要項の施行後最初に委嘱される委員会の委員の任期は，第 3 第 6 項本文の規定にかかわらず，平成 29 年 3

月31日までとする。 
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